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はじめに 

 
住み慣れた地域で多くの人と交流しながら、自分らしく健康でいきいきと、最後まで

誰の世話になることもなく長生きしたい、というのは誰もが持つ願いです。 
しかし、現実を見るとなかなかその希望通りにはいきません。 
そこで健康・福祉分科会では、多岐に渡るテーマの中から「浦安で元気に、安心して

長生きしたい。その実現のためには、市民一人ひとりがお互いの存在を尊重し、助け  

合うことが必要なのでは？」という思いから施策提言を試みました。 
 
１ 検討の経過 

はじめに、提言した施策実現のためには、従来の行政の枠組みに沿って提言すべきでは

ないか？ という思いから以下のグループ分けを検討しました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
しかし、検討を進めるうち、「健康」「子ども」「高齢者」「障がい者」といった行政の    

縦割り的な施策体系ではなく、人が生まれてから死ぬまでの「ライフステージ」に沿って

検討を進めることがより我々の身近なテーマに軸足を置いた提言に繋がることに気付き、

特に下枠のポイントに留意して検討を進めることとなりました。 
 

 
その結果、ライフステージ及びテーマ別に以下の３つのグループに分かれて検討を進め

ました。 
 
 
 

＜まず、以下の３つのグループ分けを検討＞ 

1) 行政の従来の施策体系ごとのグループ分け 
・健康づくり、高齢者福祉、障がい者福祉、子育て支援・・・など 

2) ライフステージ（対象年齢）ごとのグループ分け 
・誕生期、幼年期、少年期、青年期、壮年期・・・など 

3) ライフスタイルごとのグループ分け 
・趣味や生きがい、仕事、健康・・・など 

・各委員から出された問題認識を分析すると、「子育てや子どもに関する問題」「中年期

を中心とした問題」「高年期を中心とした問題」の３つに分類できる。 

・市民会議は、浦安の今後10年間を考える会議。問題の解決方法を考える視点は１つで

はないはず。（例えば、「介護」の問題を考えた場合、「介護する側」「介護される側」

の視点だけでなく、「地域で支える」という視点がある。） 

・“さまざまな壁を無くそう”（例えば、障がい者と健常者）といった意見を踏まえ、   

「高齢者」「障がい者」というような区別は、必要な場合以外はしない方が良い。 

＜これらを考慮し、ライフステージを基本に、3つのグループに分かれて検討＞ 

１ 浦安で育つ・育てるグループ（主に誕生期～壮年期（44歳）を担当） 
２ 浦安で活躍するグループ（主に中年期（45歳）～を担当） 
３ 浦安で安心して暮らすグループ（主に高年期（65歳）～を担当） 
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 ライフステージとグループ分け  

対象時期 

グループ 
誕生期 幼年期 少年期 青年期 壮年期 中年期 高年期 

浦安で 

育つ 

・育てる 

 

      

浦安で 

活躍する 
    

 

  

浦安で 

安心して 

暮らす      

 

 
 
誕生期 
幼年期 
少年期 

誕生前まで 
0歳～4歳ごろまで 
５歳～14歳ごろまで

青年期 
壮年期 

15歳～24歳ごろまで 
25歳～４４歳ごろまで 

中年期 
高年期 

４5歳～６４歳ごろまで 
６５歳～ 

 

 

２．提言の構成と検討テーマ 

健康や福祉について、ライフステージを基本に、各委員が日ごろ感じている様々な問題

のうち、共通に感じている問題を 10の検討テーマに込め、検討の成果をまとめました。 
 

 

ライフ 

ステージ 

年齢

(歳) 
10の検討テーマ 

 

誕生期 

 

壮年期 

中年期 

 

高年期 

 

 

～0～ 

 

～44 

～64 

 

65～ 

 

１．浦安で産み育てたい環境づくり 

２．子どもの心とからだの健康づくり 

３．子育てのネットワークづくり 

４．中年期・高年期の健康づくり 

５．高齢者や障がい者の活躍の場を広げる 

６．健康管理・介護予防 

７．高齢者や障がい者が安心して生活できるための体制づくり 

全世代  ８．地域における医療体制づくり 

９．地域コミュニケーションづくり 

１０．こころ、しくみ、まちのバリアフリー 

 

 

※ 健康・福祉分科会では、“さまざまな壁を無くそう”という観点から、「障がい者」と「健常者」

を分けることなく施策提言を試みました。よって、上記ライフステージ毎の検討テーマ設定の際、

障がい者と明記されていない場合でも、すべての年齢層において障がい者の存在を常に考えつつ

施策の方向性を検討した結果となっています。

～0 ～ ～4  ～14    ～24    ～44           ～64 65～ 
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３．キーワードと標語の設定、及び取り組みの目標 

健康・福祉の観点から浦安にとって理想的な将来を検討する中で、メンバーから「安心」

「活躍」「地域」の３つのキーワードが出されました。 
これらキーワードの根底には、“生命（いのち）”を大切にする思いがあります。    

“生まれてくる生命（いのち）を大切にし、生まれてきた生命をお互いに何歳になっても

大切にし合える、そんな地域でありたい。” 
このような思いを基に、『安心』して『活躍』しながら『地域』の中で生涯を過ごしてい

くためには、浦安というまちをどのようにしていくべきか、委員一人ひとりの強い思いを

10の検討テーマに込め、検討の成果をまとめました。 
 

【キーワード】 

・『安心』して子どもを産み、育てたい 

・高齢者や障がい者になっても『安心』して暮らしたい 

・子どもを抱えても仕事をもって『活躍』したい 

・障がいがあっても仕事で『活躍』したい 

・もっと地域でいきいきと『活躍』しよう 

・『地域』ぐるみで子どもを育もう 

・『地域』で活躍できるようなまちにしていこう 

・『地域』で助け合って心を寄せ合って暮らせるまちにしていこう 

 
そして、検討テーマごとに将来あるべき姿（取り組みの目標）を検討するとともに、   

私たちの分科会の顔となる【標語】を置くことにしました。 
 
【標語】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

かがやく生命
い の ち

を尊重し、心豊かな未来をめざして 
～市民自らが、お互いに思いやりをもって、あたたかい社会づくりに取り組む～ 

検討テーマ１ 浦安で産み育てたい環境づくり 

子どもを持ちたいと願う人が安心して子ども

を産み育てられ、多様な子育てを認めあい、  

支え合える浦安をめざします。 

検討テーマ２ 子どもの心とからだの健康づくり 

親子で健康づくりに積極的に取り組むと  

ともに、子どもが自立心や思いやりを身につける

ことができる浦安をめざします。 

検討テーマ３ 子育てのネットワークづくり 

子育てをする人が不安や孤独に陥ることなく、  

安心して楽しく子育てができる浦安をめざします。 

【
特
に
大
切
に
し
た
い
取
り
組
み
】 

・
子
ど
も
の
主
体
性
を
育
む
環
境
づ
く
り 

・
子
育
て
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
推
進 

 

（誕生期～壮年期） 

安心 

活躍 

地域 

安心して産み育てられるまち 
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検討テーマ５ 高齢者や障がい者の活躍の場を 

広げる 

高齢者・障がい者をはじめ、全ての人が地域 

社会の一員として自分らしく活躍できる将来を

めざし、活躍の場を広げるしくみをつくります。 

 

検討テーマ４ 中年期・高年期の健康づくり 

散歩などで自然に外に出られ、元気で人と 

つながっていきいきと暮らしていけるような 

将来をめざします。 
 

検討テーマ７ 高齢者や障がい者が安心して 

生活できるための体制づくり 

高齢や障がいにより、介護が必要な状態に 

なっても、公的サービスの充実とあわせて、  

ボランティアヘルパー等、地域で支えあう  

しくみをつくります。 
 

検討テーマ６ 健康管理・介護予防 

市民一人ひとりが、自分の健康状態を把握し、

健康づくりや介護予防に積極的に取り組み、 

いつまでも健康でピンピンして、コロリと逝く、

ＰＰＫ（ピンピンコロリ）をめざします。 
 

【
特
に
大
切
に
し
た
い
取
り
組
み
】 

・
仕
事
で
活
躍
す
る 

・
地
域
で
活
躍
す
る 

【
特
に
大
切
に
し
た
い
取
り
組
み
】 

・
介
護
や
福
祉
を
支
え
る
人
材
を
確
保
す
る 

（高年期～） 

（中年期～） 

地域でいきいきと活躍できるまち 

安心して暮らせるまち 
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検討テーマ８ 地域における医療体制づくり 

万一、病気になった時でも、また、障がいや  

難病を抱えている人も、安心して暮らせるよう、

在宅医療体制が充実したまちづくりを進めます。 
同時に、市民一人ひとりが、医師と上手に  

つきあっていきます。 

検討テーマ９ 地域コミュニケーションづくり 

地域の交流を活性化し、世代を超えて    

コミュニケーションがとれるような地域を  

めざします。また、隣近所で互いに支えあい、  

お互いの立場を尊重しながら心を寄せあって 

暮らせる地域をつくっていきます。 

検討テーマ１０ こころ・しくみ・まちの    

バリアフリー 

高齢者や障がい者が住みやすい街は、誰に 
とっても住みやすい街です。高齢者や障がい者を 
取り巻くさまざまなバリアを解消するため、  

お互いを尊重し、まず、他の人との違いを   

「知らない、分からない」のではなく、    

「知っている」社会をめざします。 

【
特
に
大
切
に
し
た
い
取
り
組
み
】 

・
高
齢
者
・
障
が
い
者
を
地
域
で
見
守
れ
る
体
制
を
つ
く
っ
て
い
く 

・
在
宅
医
療
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
を
推
進
す
る 

（全世代） 
 
生命を尊重し合えるまち 
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４．活動の記録 

 健康･福祉分科会では、以下のように検討を進めてきました。 

 

日程 概要 

平成18年 

8月29日（土） 
 第１回全体会 

9月23日（土） 第1回 
・分科会の進め方と市民会議提言イメージの説明 

・検討テーマと課題の整理 

10月28日（土） 第2回 ・検討テーマと課題の整理 

11月25日（土） 第3回 

・市からのプレゼンテーション（テーマ①「地域福祉」   

「生涯健康づくり」） 

・今後深めていく検討課題の確認 

12月17日（日） 第4回 

・市からプレゼンテーション（テーマ②「高齢者福祉」   

「障がい者福祉」） 

・今後深めていく検討課題の確認 

平成19年 

1月27日（土） 
第5回 

・市からのプレゼンテーション（テーマ③「子ども・子育て

家庭への支援」） 

・今後深めていく検討課題の確認 

・テーマ別グループに分かれ顔合わせ 

2月24日（土） 第6回 ・テーマ別グループに分かれ、中間報告へ向けた検討 

3月17日（土） 第7回 ・テーマ別グループに分かれ、中間報告へ向けた検討 

4月14日（土） 第8回 
・テーマ別グループに分かれ、中間報告へ向けた検討 

・中間報告会で報告するポイントの確認 

5月12日（土）  第２回全体会（中間報告会） 

5月26日（土） 第9回 ・テーマ別グループに分かれ、最終提言へ向けた検討 

6月23日（土） 第10回 ・テーマ別グループに分かれ、最終提言へ向けた検討 

7月21日（土） 第11回 
・「はじめに」の部分の検討 

・分科会全体で最終提言内容の検討 

8月25日（土） 第12回 
・テーマ別グループに分かれ、最終提言内容の確認 

・分科会全体で最終提言内容の確認 

9月 8日（土）  第３回全体会 

9月29日（土）  第４回全体会（提言報告会） 

 



 健－7 

１．浦安で産み育てたい環境づくり 
 

【将来あるべき姿】（取り組みの目標） 

子どもを持ちたいと願う人が安心して子どもを産み育てられ、

多様な子育てを認めあい、支えあえる浦安をめざします。 
 

【現状と課題】 
●少子化問題と出産環境について 
・少子化は、時間的、経済的に余裕が無いことが原因。働きやすい環境づくりが必要。 

・不妊に悩む夫婦が増えているが、治療に対して補助・援助が無い。 

・市民病院の産科が、出産対応を止めてしまった。 

●女性の働き手を求めている一方、女性が仕事したくても様々な負担がかかっている 
・介護サービス等の多くを女性が担い、女性の働きが期待されている一方、看護師等の有資格者が、

子育てで仕事をできない状況がある。子育てしながら働く事への社会の理解が無い。 

・核家族が増え、家事・子育ての負担が女性にかかってきている。 

●在宅育児家庭（保育園や幼稚園に行かず、在宅で子育てをしている家庭）への支援 
・在宅育児家庭でも、理由を問わず子どもを預けられる場所があると良い。 

・一時保育サービスがあるが、競争が激しく、簡単には利用出来ない。民間サービスは料金が高い。 

●障がい児の子育ての大変さ、外に働きに出ることへの周囲の理解がない 
・障がい児の親は病院通いに明け暮れ、地域でのサポートも少なく、孤立して子育てしている。 

・障がい児を持つと、預けられる場が少ないため仕事をするのが格段に難しく周囲の理解もない。 

 

【取り組みの基本的方向性】 
 

①安心して産める環境をつくる                      
 
  浦安で安心して子どもが産める環境をつくるために、出産の場の確保、産前・産後の支援の  

拡充、不妊治療の支援を進める。 

 

市民の役割 
・お産への正しい知識を積極的に得て、むやみに大病院へ行かない。 

・産前・産後のサポーター(子育てコーディネーター)として活躍する。 

行政の役割 

・大病院に集中しないしくみをつくる。 
ｱｲﾃﾞｱ：浜松市のような産科医・助産院・助産師のネットワークをつくる。 

・産前・産後の情報提供・支援体制を強化する。 
ｱｲﾃﾞｱ：エンゼルヘルパーの対象・業務・人数の拡大 

    NPO・市民団体への業務委託または助成による支援の拡大 

    お産ﾄﾗﾌﾞﾙ回避のため健康管理ｼｽﾃﾑの確立や専門家との交流を図る。 

    経済的支援（出産費用免除等） 

・不妊治療への支援をおこなう。 
ｱｲﾃﾞｱ：県の不妊治療費助成制度の紹介、相談窓口の情報提供 

事業者の 

役割 

・産前・産後の支援体制を強化する。 
ｱｲﾃﾞｱ：経済的支援（出産手当） 

 

②女性（母親）の社会参加を支援する                     
 

女性（母親）が出産後も、安心して社会参加ができるように、就労支援を含む女性の社会参加

の支援、保育サービスの充実、家庭・地域・世代で協力して子育てをする体制づくりを進める。 
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市民の役割 
・多様な暮らし方、育て方を理解し、相互に助けあう関係を築く。 

・地域サポーターとして関わっていく。 
ｱｲﾃﾞｱ：ﾌｧﾐﾘｰｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰへの登録、民間の子育てｻﾎﾟｰﾄｼｽﾃﾑに積極的に関わる。 

行政の役割 

・就労支援を含む女性（母親）の社会参加を支援する。 

・預かり保育制度の充実等、保育サービスを拡充する。 
ｱｲﾃﾞｱ：小規模保育拠点の整備（保育ﾏﾏによる家庭内保育所・民家活用等） 

幼稚園における預かり保育制度の拡充 
 

③男性（父親）の育児参加を推進する                       
 
男性（父親）が育児をするのがあたりまえになるよう、男性（父親）が地域で過ごす時間を   

ふやし、男性（父親）の特性を活かした子育てを進める。また、男性（父親）も育児に主体的に

関わるべきであるという観点から各種制度の見直しを進める。 

 

市民の役割 

・父親が地域で過ごす時間をふやす。 
ｱｲﾃﾞｱ：企業がﾜｰｸﾗｲﾌﾊﾞﾗﾝｽを改善し、父親は地域で過ごす時間を増やす。 

・男性（父親）の特性を活かした子育てを進める。 
  ｱｲﾃﾞｱ：父親と子どものイベントへの参加・企画提案・自主開催 

行政の役割 

・育児への父親の参加の必要性を理解してもらう。 
  ｱｲﾃﾞｱ：父親が参加しやすい日程・時間・場所に父親向け各種講座等の開催 

市内の企業向けに、ライフバランスを考える講座等の開催 

・男性（父親）も育児主体であるという観点から各種制度を見直す。 
ｱｲﾃﾞｱ：父親のための子育て手帳（父子手帳）の配布 
    男性トイレの子育てバリアフリー化（設置の奨励・補助） 

地域の役割 
・休日に集まれる行事を増やす。 
  ｱｲﾃﾞｱ：男性（父親）が参加しやすい、休日に集まれる行事を増やす。 

 

④在宅育児家庭を支援する                        
 
在宅育児家庭（保育園や幼稚園に行かず、在宅で子育てをしている家庭）を支援し、孤立   

せずに子育て出来る環境を整備し、育児負担の軽減をはかる。 

市民の役割 ・母親OBなどが子育てコーディネーターとして積極的に地域に関わる。 

行政の役割 

・孤立しないで子育てできる環境づくりのための場と情報の提供。 
  ｱｲﾃﾞｱ：託児付き勉強会、講習会、趣味の講座等の機会を増やす。 

・一時預かり保育サービスの拡充。 
ｱｲﾃﾞｱ：小規模保育拠点の整備（保育ﾏﾏのような家庭内保育所・民家活用等） 

幼稚園における預かり保育制度の拡充 

 

 

⑤障がい児（者）の子育てを支援する                   
 
障がいの有無によってサービスを分けず、障がい児(者)に対する地域の理解力を向上させる。 

市民の役割 ・障がい児（者）を特別な人、と見てしまう意識からの脱却。 

行政の役割 
・障がい児（者）への理解を促す、普及・啓発、交流の場の拡充。 

・障がい児（者）が利用出来るサービスの拡充。 

地域の役割 
・地域で行事等を企画する際、常に障がい児（者）の存在を考慮した

プログラムを作成する。 
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２．子どもの心とからだの健康づくり 
 

 

【将来あるべき姿】（取り組みの目標） 

 親子で健康づくりに積極的に取り組むとともに、子どもが自立心

や思いやりを身につけることができる浦安をめざします。 
 

【現状と課題】 
 

●子どもが外で遊ばなくなっている 
・浦安にはよい公園がいっぱいあるのに、利用されていなくてもったいない。 
・塾通いなどにより、子どもの生活スタイルが変化している。 
・子ども達が事件に巻き込まれるニュースが近年増えており、「子ども達だけで遊ばせておくと

連れて行かれるのではないか」といった不安がある。 
●子どもの基礎体力が低下している 
・浦安市の子どもの体力は、千葉県内でかなり低いレベルにある。 
・今の高齢者は子どもの頃から外で身体を動かしてきたので健康な人が多い。最近の子どもは 

外で遊ばず家の中でゲーム等で遊んでいる場合が多く、子どもの体力低下が著しい。 
●他の子どもと一緒に食事をする機会が少ない 
・子どもが小さいときには他の子どもと一緒に食事をする機会が少ない。そのため、母親が他の

家との違いに気づくことが少ない。 
●なかなか話せない悩みを持つ子供は多い 
・虐待問題を含め子どもに関わる悲しい事件を耳にするが、暖かい心を持つ人をどう育てて  

いくかが大切である。 
・今の子どもはルールを守りすぎるがゆえに、逆に発散する場所が少ない。 

 
【取り組みの基本的方向性】 
 

①子どものからだの健康づくりを進める                     
 
子どもの体力を向上させ、健康なからだづくりを進めるために、外遊びやスポーツに対する 

正しい知識を持ち、家族や地域ぐるみで外遊びやスポーツに取り組んでいく。また、身近な地域

に子ども達が集まる場所や自然に触れあえる場所をつくっていく。 

 

市民の役割 

・外遊びや運動に親しむことの大切さを親が理解する。 

・親自身の健康力を増進する（外遊びや運動に親しむ習慣を持つ）。 

・子どもに遊びを教える。 
ｱｲﾃﾞｱ：プレイパーク等でボランティアとして教える。 

里山・キャンプ活動を通じて教える。 

行政の役割 

・地域に子どもの集まる場をつくる。 
ｱｲﾃﾞｱ：既存の公園を利用してプレイパークなどのオリジナリティある公園を

整備する。その際、「場」をつくるだけでなく、遊びを教える人など

が常にいるソフトのしくみづくりもあわせて進める。 

・教育活動全体を通じて健康に対する正しく安全な知識を配慮した 

体力向上プログラム作成の取り組みを促進する。 
ｱｲﾃﾞｱ：大学と小学校が連携した試みを市内に広げる。 

地域の役割 ・安心して自由に遊べるように、子どもを見守っていく。 
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②食育を推進する                                
 

バランスのとれた食事を自ら選べる子どもを育成するために、食事の楽しさ、大切さを知る、 

伝える機会を増やしていきます。 

 

市民の役割 
・食事の楽しさ、大切さを子どもに伝える。 

ｱｲﾃﾞｱ： 家族全員で食事を食べる機会を増やす。 

自治会や民間が主催する屋外炊飯体験に積極的に参加する。 

行政の役割 

・食べ物の大切さやバランスのとれた食事の必要性を知らせる。 
ｱｲﾃﾞｱ・妊婦や乳幼児の保護者への食育の実施 

学童期～青年期の子どもへの学校給食を通じた食育の推進 

市民農園の場を提供し、土に親しみ食べ物を育てる体験の場づくり 

生ゴミの削減・堆肥化（食べ物を大切にできる） 

里山やキャンプ場を整備し、この場を利用した食育の推進 

地域の役割 
・地域で企画する行事に、「食育」の概念を取り入れる。 

・屋外炊飯体験を催す。 
 

 

③子どもの心の健康づくりを進める                   
 
将来、浦安の子ども達には自分の生き方を自ら選択し、自ら決めることが出来るようになって

欲しい。そのためには、主体性のある行動が出来、協調性（社会性）を持ち、他人への思いやり

を持った子どもに育てるため、子どものこころの健康づくりにも目を向け、取り組んでいく。 

 

市民の役割 

・主体性、社会性を養う（あいさつのできる子どもに）。 
ｱｲﾃﾞｱ：こどもの話をじっくりと聞ける心理的、時間的余裕を持つ。 

・地域活動へ子どもを参加させる。 
  ｱｲﾃﾞｱ：山やキャンプなどの計画や参加 

プレイパークのプレイリーダー、ボランティアとしての参加 

行政の役割 

・親子で心に残る体験の出来る場の設置。 
（共通の話題が出来ることにより、親子のコミュニケーションが進む） 

ｱｲﾃﾞｱ：オリジナリティのある公園の整備を進める。 

・子どもが主体的に施策決定に関われる仕組みづくり。 
ｱｲﾃﾞｱ:自分達が使う（遊ぶ）公園づくりに子どもの意見を取り入れる。 

・子ども憲章※策定への支援。 
ｱｲﾃﾞｱ：子どもが主体的に作成に関与する子ども憲章づくり    

地域の役割 
・他人に対して思いやりを持って子育てする。 

・他人に思いやりを持てる子供を育てる。 

※ 子どもが、自らの権利や責任について自分達で考え表明した文章。また、大人の立場から、

子どもの権利を積極的に守ることを同時に表明した文章。 
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３．子育てのネットワークづくり 
 

 

【将来あるべき姿】（取り組みの目標） 

  子育てをする人が不安や孤独に陥ることなく、安心して楽しく

子育てができる浦安をめざします。 
 

【現状と課題】 
 

●情報が得づらい 
・子どもが生まれて保育園や幼稚園に行かずに、在宅で子育てをしていると、話し相手がおらず、  

子育ての情報や働こうとする場合の情報が得にくい、行政のどこに相談してよいのかわからない。 

・新聞を取っていない世帯が増えているが、行政からの情報は新聞折り込みで届けられる市報にしか

載っていない。 

●子育て支援に関わる、様々な主体がうまく連携していない 
・子育て、福祉に関わる様々な主体（地域、市、学校、社会福祉協議会、民生委員、ボランティア等）

が、ばらばらに動いており、きめ細かな対応ができていない。 

●子育てのネットワークがつくりづらく、孤立している 
・浦安は、子どもを抱えて転入してくる世帯が多く、在宅で子育てする世帯が多い。 

・お母さん自身が、地域で聞ける人がいない現状がある。 

・子どもの成長とともに親が抱える悩みや子育てへのニーズは変わっていくが、乳幼児期、学童期、

思春期といった区切りでの親のネットワークは成立しにくい。特に乳幼児期は難しい。 

・その結果、一人一人が孤独に子育てしている現状がある。 

●子育て支援センターが利用しにくい 
・子育て支援センターはいつも混んでいる。本当に必要な人が相談しにくい。 

・ビルの３階にあるため、車椅子では利用しにくい。 

●ひとり親家庭等が暮らしにくい雰囲気がある 
・浦安市は他の街にくらべ、画一的で、ひとり親家庭が暮らしづらい雰囲気がある。 

・育児力が低下しているのに、子育て支援からもれている家庭がある。 

 

 

【取り組みの基本的方向について】 
 

①情報提供、相談機能の充実、関係機関の連携を強化する           
 

子どもが生まれてからすぐに子育てについての情報が自然と手に入るよう、総合的な相談窓口

や子育て情報の発信網を整備する。きめ細かな支援を進めるため、子育てを支援する関係機関等 

（保育園、幼稚園、学校、児童育成クラブ、民生委員、ボランティア、子育て関連NPO、子育て

支援センター、社会福祉協議会等）の連携を強化する。 

 

市民の役割 
・情報提供者としての役割を認識し、自らその役割を担っていく。 
ｱｲﾃﾞｱ：母親OB等が子育てコーディネーターとして地域で積極的に活躍する。 

    口コミの情報を上手に発信し、利用する。 

行政の役割 

・子育てに関する相談機能、情報配信を充実させる。 
ｱｲﾃﾞｱ：子育ての総合的相談窓口の設置と地域毎の相談窓口の設置 

広報は新聞折り込みではなく、全戸配布する。 

子どもが生まれてすぐに、子育て情報を個別に的確に流す。 

中学校単位での子育て拠点を整備する。 
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②地域で子育て支援の輪をつくる                        
 
子育てをしている父親・母親のネットワークや、子育て支援を受けてきた人（先輩ママ・   

高齢者）が新たに情報・支援を必要とする人たちを支援するしくみづくりを進める。 

身近な地域の中に、住民同士が交流出来る場をつくるとともに、高齢者や民生委員、自治会等

の既存団体、子育て支援団体に活躍してもらい、地域で子育てを支援するしくみをつくる。 
 

市民の役割 

・サークルや習い事を超えた縦横のネットワークを強化する。 
ｱｲﾃﾞｱ:父親・母親のﾈｯﾄﾜｰｸづくり、先輩ママ・高齢者とのﾈｯﾄﾜｰｸづくり 

・子どもが歩ける範囲での子育てネットワークに積極的に参加する。 
ｱｲﾃﾞｱ：自治会への参加、学校行事への参加 

近所の商店の利用 

身近な公園に顔を出す。 

行政の役割 

・地域の子育て世帯のネットワークづくりを支援する。 
ｱｲﾃﾞｱ：同じような地域の人が顔見知りになる機会をつくるために、子育て 

支援センターや保育園の園庭開放を、地域ごとに日を決めて行う。 

・誰もが使いやすい子育て支援の場の確保。 
ｱｲﾃﾞｱ：子育て支援センターのバリアフリー化。（障がい児も行きやすくする）

ネットワークづくり推進のため子育てコーディネーターの配置。 

・地域毎に交流の場の整備をすすめる。 
ｱｲﾃﾞｱ：中学校単位を目安に子育て拠点の整備（子育てサロン、プレイパーク

寺小屋など、地域のニーズに応じた形態で整備する。） 
・子育てに関する地域の理解力を向上させるための支援。 
ｱｲﾃﾞｱ：子育てを手伝うきっかけとなる講座などの実施 

・子育て団体を支援する。 
  ｱｲﾃﾞｨｱ：子育て支援団体などへの助成に使う子育て基金の創設 

地域の役割 

・地域における子育ての現状を理解し、ニーズをすくい上げる。 

・支援センター等子育て支援の専門の場だけでなく、地域でも子育て

支援が出来るような、システムをつくる。 
ｱｲﾃﾞｱ：住民主体の子育てコーディネーターの配置。 

・自治会集会所を全ての世代が、集いやすい場所にする。 
 

 

③育児不安を軽減する                         
 
育児に不安を抱えている家庭や、育児をする能力が低下している家庭に対して、育児不安を 

軽減し、多様な家族形態のあり方に対して理解力のある地域づくりを進める。 

 

市民の役割 

・多くの場で、子どもを連れて参加している人への理解を持つ。 

・多様な子育ての形態があることを積極的に理解する。 

・自分と異なる、子育て形態についても受容する心を持つ。 

行政の役割 

・多様な子育てについての普及・啓発の推進。 
ｱｲﾃﾞｱ：母子家庭、父子家庭への理解を進めるための知識の普及 

 親が働いている家庭への理解の促進 

・小さい子どもに触れられる機会を増やす。 
  ｱｲﾃﾞｱ：小学生や中学生の保育園や幼稚園における保育体験の実施 

地域の役割 
・高齢者、乳児等、異年齢で触れ合える場の拡大支援。 

・自治会等の地域組織で異年齢交流が可能となる行事の開催。 
ｱｲﾃﾞｱ：餅つき大会、夏祭り、地域運動会の実施等 
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４．中年期・高年期の健康づくり 
 
 

【将来あるべき姿】（取り組みの目標） 

散歩などで自然に外に出られ、元気で人とつながっていきいき

と暮らしていけるような将来をめざします。 
 

 

【現状と課題】 
●医療費の増加、メタボリック症候群の増加が問題になっている。 
・医療費の増加は、市民の健康を脅かすだけでなく、市の財政圧迫の原因となっている。 
・メタボリック症候群の方などの健康維持・向上が課題である。 
●情報が届いていない。 
・健康づくり施策は充実していることはわかったが、情報が必要な人に確実に届いていない。 
・単身者や高齢者等は新聞を取らないことが多いため、広報は新聞折込広報以外の周知方法が必要。 
・ＨＰを見られない人が多い。 
・どこで、何をやっているのか分からない。市民と行政のコミュニケーションが不足している。 
●身近で健康づくりを行えていない。 
・公民館を地域の健康づくりの場と位置づけるのは良いが、年々空きが無くなり予約が取りづらい。 
・民間のスポーツ施設は利用料金が高くて多くの人が利用しやすいとは言えない。 
・スポーツ活動が、将来の要介護者を減らす意義がある。 
●こころの悩みを相談できない人がいる。 
・自分から相談できる人はまだ良い。様々な事情で相談できない人がいる。 

・話を聞いてもらうことで心が軽くなる。 

・男性でリストラされそうな場合、家族に相談できないというケースもある。 

・夫婦２人だけの家庭が増えており、退職後、生活リズムが崩れ、うつになるケースもある。 

・女性の場合、もっと家族（夫）と行政の理解が必要な面もある。夫と会社の絡みで精神的に疲れて

しまう人もいる。 

・精神障害者保健福祉手帳の交付数が年々増えている。 

 

 

【取り組みの基本的方向性】 
 

①健康に対する意識を高めていく                     
 

市民一人一人が健康づくりに取り組むべきである。まだ健康づくりに動き出していない市民に  

とって、市のサービスが活用しやすい、または活用したくなるように、各種サービスの情報を  

充実させ、情報を取りやすいしくみを整える。 

市民の役割 ・市民一人一人が健康づくりに積極的に取り組んでいく。 

行政の役割 

・情報の充実と情報を取りやすいしくみをつくる。 
ｱｲﾃﾞｱ：見やすい大きな文字で健康トピックスを紹介する。 

健康づくりを呼びかける標語や、受けられるサービスを知らせる 

“健康カレンダー”を作成、配布する。（社会福祉協議会作成の   

カレンダーの改良など） 

・健康づくりのきっかけづくり（動機づけ）を推進する。 
ｱｲﾃﾞｱ：無料又は安価で受けられるサービスをより周知することで、健康  

づくりへの関心を高める。 
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②身近な場所で気軽に健康づくりを行えるようにする            
 

既に健康づくりに取り組んでいる、または取り組もうとしている市民が、近くで気軽に   

健康づくりを行えるようにしていく。 
 

市民の役割 
・健康づくりに取り組むように呼びかける。 
ｱｲﾃﾞｱ：共に取り組む仲間を増やすよう、周囲に声をかける。 

行政の役割 

・一人ひとりに配慮した健康づくりプログラムを提供する。 
ｱｲﾃﾞｱ：家でできる運動プログラムを紹介する。 

子どもからお年寄りまで参加できるラジオ体操を振興する。 

メタボリックシンドローム対策の市独自のプログラムをつくる。 

リーダーを養成して健康づくりプログラムを広める。 

個人個人の体力レベルに合わせて筋力トレーニングなどを行う  

（参考：筑波大学での取り組み）。 

専門家が、バランスの良いプログラムや目標設定をアドバイスする 

しくみをつくる。 

・健康づくりの場を拡充する。 
ｱｲﾃﾞｱ：土日の学校施設の開放を行う。 

サイクリングやウォーキングできる環境を整備する。 

市内の空き地や近隣の休耕地を活用して市民農園を整備する。 

 

 
③不安･悩みを相談しやすい仕組みを充実させる               

 

窓口はあっても相談しづらいものなので、相談しやすいきっかけづくりに工夫したり配慮する

と共に、行政では閉じこもりがちな人の目を外に向けることが難しいので草の根的な地域活動を 

支援する。 

 

市民の役割 ・日々の生活の中で声をかけるように取り組む。 

行政の役割 

・相談しやすい窓口にする。 
ｱｲﾃﾞｱ：よろず相談窓口を設置する。 

相談窓口が人目につかないような工夫をする。 

ボランティアでは対応できない夜間帯も含め、専門家による24時間

対応の相談窓口を設置する。 

社会福祉 

協議会の 

役割 

・身近な話し相手、相談窓口になる。 
ｱｲﾃﾞｱ：傾聴ボランティアの養成を継続し、自宅へ出向いていって話し相手に

なりながら悩み相談を受ける訪問型悩み相談を実施する。 

生活上の相談事を聞いてあげられる場が必要。それを相手の身に  

なって考えやすいボランティアで運営できるとよい。 
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５．高齢者や障がい者の活躍の場を広げる 
 
 

【将来あるべき姿】（取り組みの目標） 

高齢者・障がい者をはじめ、全ての人が地域社会の一員として

自分らしく活躍できる将来をめざし、活躍の場を広げるしくみを

つくります。 
 

【現状と課題】 
●自分らしく活躍できる場が少ない 
・シルバー人材センターは業種があまり多くなく、単純労働的な仕事内容が多い。 

・遊びに関心が向いている人もいるが、今後は更に「団塊の世代」の次期退職者等が増えることも  

踏まえ、高齢者一人ひとりが持つ、積み重ねてきた知識や経験を社会に還元できる、生きがいが  

感じられる場をつくることが大切である。 

・障がい者が働く場が少ない。地域での自立生活や就労を支援するため、企業の一層の理解を深める

支援や辞めざるを得なくなった場合のケアなど、個人の意思を尊重して自分らしく活躍できる支援

が必要である。 

●企業のＣＳＲ（コーポレート ソシアル レスポンシビリティ：社会的責任）が    

果たされていない。 
・企業との連携は一個人ではできない。行政や民間などが連携してあたる必要がある。 
●当人が、地域の中で何をしたいのか、気付くための場が無い。 
・はっきりと「～がしたい」とは分かっていないが、「何かをしたい」と思っている人もいる。     

地域での生活をよりよいものにしていくために、自分のできる役割、したい役割に気付いてもらう

ことが大切である。 
●要援護者が自立するしくみが十分でない。 
・５００を超える生活保護世帯がある。 

・(国の制度にもとづき)自立支援プログラムが始まっているが、改善していく必要がある。 

 
【取り組みの基本的方向性】 
 

①仕事で活躍する                             
 

身近な地域の中で働ける場を拡充していくために、高齢者や障がい者の就労をコーディネート

する機能を強化する。 

市民の役割 ・仕事で活躍したいこと、活躍する場をつくる取り組みをしていく。 

行政の役割 

・身近な地域の中で働ける場を拡充する。 
ｱｲﾃﾞｱ：高齢者や障がい者を活用できる仕事があれば、率先して雇用する。 

・企業への就労をコーディネートする機能を強化する。 
ｱｲﾃﾞｱ：雇用について企業に対して積極的にＰＲを行う。 

高齢者や障がい者の雇用に対して市の広報等での情報掲載や表彰 

制度などを設ける。 
高齢者：年齢を問わず、本人自らが企業に売り込むため、専門的な  

技術を持つ人の登録と紹介ができるしくみ(人材バンク)を 

つくる。 

シルバー人材センター（あるいは別の機関）が、個々の  

能力をふまえて人材を登録し、相応しい仕事を斡旋する 

ようなしくみをつくる。 
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障がい者：就職をひかえた生徒がいる学校や、在宅で仕事を探して  

いる障がい者と企業とをつなげ、障がいの内容を企業に 

対して説明できるコーディネーターが、その人に合った 

仕事を探して紹介する。 

就業のための訓練として、様々なノウハウを持つ人が必要

な人に技術を教え、企業への売り込みを行う。 

※運営主体については検討が必要。 

企業の役割 
・高齢者や障がい者等の雇用を積極的に行う。 
ｱｲﾃﾞｱ：法定雇用率を満たす障がい者の雇用について、その対象として市内 

在住の障がい者を雇用する。 

 

 

②地域で活躍する                            
 

高齢者や障がい者、これからまちでの生活時間の増える団塊の世代が、「共助」に力を発揮  

してもらえる環境づくりが必要。団塊の世代の企業人は地域交流が苦手な人も多いので、活動を

始めるきっかけとなる仕掛けや場をつくることが必要である。また、ヘルパーの技能より簡単な

サポートができるボランティアの育成･支援など、地域で活躍するためのしくみをつくり、   

あわせて、その情報の充実や情報をとりやすいしくみをつくっていく。 

 

市民の役割 

・身近なところでボランティア活動に取り組んでいく。 
ｱｲﾃﾞｱ：送迎や簡単な手伝い、広報配布などの活動をする「ボランティア時間

貯金制度」（自分が行ったボランティア時間を貯金として貯めておき、

必要になった際にその分を利用する制度）を創設する。運営は市民が

主体になって NPO等が行う。 

行政の役割 

・活動を始めるきっかけとなる仕掛けをつくる。 
ｱｲﾃﾞｱ：「市民大学」を開催する。･･･様々なメニュー（地域での社会参加の  

相談窓口、介護の簡単なサポートができるための研修を行い認定する

浦安版認定制度など）を設ける。また講師も専門家だけでなく地域で

活動してきた人を交えて市民の力を運営に取り込むことを考える。 

おやじフォーラム（定年後の男性をいかに外に出すかをテーマにした

フォーラム）を開催する。 

・活動の場を拡充していく。 
ｱｲﾃﾞｱ：専門的技能を持つ高齢者（外国語教師、機器操作、スポーツインスト

ラクターなど）が、その分野で力を発揮できるような仕組みを整える。 
市民の役割のｱｲﾃﾞｱにある「ボランティア時間貯金制度」の運営に  

ついて、広報配布なども想定して、行政もバックアップする。 

 

 

③趣味で活躍する                            
 

生きがいを感じ続けられるように、活動と発表の機会づくりやその支援を進める。 

 

市民の役割 
・趣味活動を発表して、楽しさを広げるように取り組んでいく。 
ｱｲﾃﾞｱ:福祉施設への慰問などを通じて交流を深める。 

行政の役割 

・趣味活動を支援する。 
ｱｲﾃﾞｱ：サークル等の活動を発表する場や機会の提供、あるいは発表の支援を

できるとよい。 
学校などを活用して発表の場を確保できるとよい。 
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６．健康管理・介護予防 
 
 

【将来あるべき姿】（取り組みの目標） 

市民一人ひとりが、自分の健康状態を把握し、健康づくりや  

介護予防に積極的に取り組み、いつまでも健康でピンピンして、

コロリと逝く、ＰＰＫ（ピンピンコロリ）をめざします。 
 

 

【現状と課題】 
 
●高齢化の進展が予想されている。 
・今後、浦安市でも高齢化率が急激に上昇する見込みになっている。 
●悪性新生物(癌)による医療費の増加、メタボリック症候群の増加が問題になっている。 
・医療費の増加は、市民の健康を脅かすだけでなく、市の財政圧迫の原因となる。 
・悪性新生物（がん）により医療費が増加している。 
・メタボリック症候群の方などの健康維持・向上が課題である。 
●健康診査（健診）が十分に活かされていない。 
・市では、40歳以上の人が無料で健診が受けられるようにしており、個別訪問も必要に応じて実施  

しているが、未受診の人は少ないが一定程度いる。 

・一時保育の活用などの情報が十分に周知されていないため、子どもを抱える親は、健診を     

受けにくいという声も聞かれる。また、自営業の人は仕事との関係で健診を受けにくい。 

・健診を受けても受けっぱなしになっていて、結果が活かされていない。 

・人は体調が悪くなって始めて情報を求めるもので、健康でいる時は情報を求めようとしない。普段

から健康に関心を持ってもらうような取り組みが必要である。 

●要介護認定者数が増加している。 
・介護保険サービスを利用する人が増加している。介護保険料額も上昇している。 

 

 

【取り組みの基本的方向性】 
 

①健診を受けていない人に対して、健康に関心をもってもらう             
 

自分の健康管理を自分自身で行うためには、特に健診を受けていない人に対して、自分の身体  

(健康)に関心をもつように、健康づくりに関連する情報を的確に伝え、意識の向上を図っていく。 

 

市民の役割 
・自分の健康管理は「自分自身」を基本に、健康づくりに取り組む。 
ｱｲﾃﾞｱ：市民は、出前講座等を活用し自主的に学ぶようにする。 

行政の役割 

・健診・健康関連情報の伝え方を工夫する。 
ｱｲﾃﾞｱ：情報が多いと理解しきれないので、広報等で一度にまとめて  

伝えるのではなく、小分けにして伝える。 
情報紙等の配布場所を工夫する(公共施設だけでなく不特定の人が 
利用するスーパーや駅等）。 
無料で受けられる健診やサービスを周知し、市民の関心を高める。 

地域の役割 
・地域の情報ネットワークを充実させる。 

ｱｲﾃﾞｱ：地域のネットワーク（自治会広報、老人クラブ、防災訓練等）を   

利用して情報を伝える。 
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②健康に注意が必要な人に対して、自分の身体を知る仕組みをつくる      
 

要注意という健診結果を受けた人に対して、健診結果を活用し、改善へ向けた行動（取り組み）

へ結び付けていく。また、一人ひとりがかかりつけ医をもち、自分の健康状態を把握しておく。 

 

市民の役割 

・自分の健康状態を把握し、健康づくりに取り組む。 
ｱｲﾃﾞｱ：市から提供される情報だけでなく、自分で聞くことも大切。その

ため、日常からの医者とのコミュニケーションの大切さを理解する。 
・健康づくりのためにかかりつけ医（主治医）をもつ。 
ｱｲﾃﾞｱ：市民は、病気の有無に関わらず、一人ひとりがかかりつけ医をもつ  

ようにする。また、健康に注意が必要な段階からかかりつけ医と  

つきあうことにより、万一、病気になった時でも、安心して診て   

もらえる秘訣でもある。 

行政の役割 

・フィードバック（健診結果を活用）の充実を図る。 
ｱｲﾃﾞｱ：市民一人ひとりが自分の健康状態を把握しやすい様に、健診項目

以外にも体力測定等を実施し、グラフ等を用いて経年変化を把握

しやすい様に工夫する。 
・かかりつけ医をもつ啓発をする。 
ｱｲﾃﾞｱ：風邪や発熱時など、往診に応じてくれるかかりつけ医をもつことの 

大切さを啓発する。 

地域の役割 
・地域で健康づくりのきっかけをつくる。 
ｱｲﾃﾞｱ：健康づくりや介護予防版の民生委員制度（情報提供、ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ等）

について検討する。 

 

 

③地域の力を活用して健康づくり・介護予防を継続する        
 

  健康づくりや介護予防に取り組み始めた人が、その取り組みを継続していけるために、地域で

支援していけるしくみをつくる。 

 

市民の役割 
・健康づくり・介護予防リーダー育成の取り組みに協力する。 
ｱｲﾃﾞｱ：介護予防等の教室の参加者ＯＢが、自分が学んだことを広めていく。 

行政の役割 

・健康づくり･介護予防リーダーを育成し、取り組みの継続を支援する。 
ｱｲﾃﾞｱ：市が実施している介護予防等の教室の参加者ＯＢによる自主的な

活動を支援する。 
・継続の励みとなるような仕組みをつくる。 
ｱｲﾃﾞｱ：他人（ひと）から評価されることが継続の励みとなるので、ラジオ  

体操やお達者体操等にスタンプラリー、ポイント、表彰制度等を  

取り入れ、運動を継続する意識を高める。 

地域の役割 
・地域で健康づくり･介護予防の取り組みを広めていく。 
ｱｲﾃﾞｱ：介護予防等の教室の参加者ＯＢが、自分が学んだことを広めていく 

場を設定する。 
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７．高齢者や障がい者が安心して生活できる

ための体制づくり 
 
 

【将来あるべき姿】（取り組みの目標） 

高齢や障がいにより、介護が必要な状態になっても、公的   

サービスの充実とあわせて、ボランティアヘルパー等、地域で  

支えあうしくみをつくります。 
 

 

【現状と課題】 
 
●要介護認定者数が増加している。 
・今後、浦安市でも高齢化率が急激に上昇する見込みになっている。 
・介護保険サービス利用者の増加により、介護給付費（介護保険料）が上昇している。 
・施設に比べて在宅での介護費用は３分の１であり、住み慣れた地域での在宅介護の充実が課題と 

なっている。 
●家族構造の変化により、家族の介護負担が重くなっている。 
・晩婚化により介護と育児の両方を抱えてしまう人もいるなど、家族の介護負担が重くなっている。 
●将来への不安が大きくなっている。 
・浦安市は一人暮らし高齢者の割合が高い。 
・かつては子どもが親の面倒をみてきたが、（介護保険料も増加するなど）経済面も含めて将来に  

対して不安を抱える人が多くなっている。 
・低所得者や国民年金のみの受給者は、介護施設等の利用負担をまかないきれないのが現状である。 
・障害福祉サービスを利用する際の自己負担（１割）は、経済的に負担が困難な人もいる。 
●介護サービスに従事する人が不足している。 
・介護の現場では、資格を持っていても賃金が低いため、短期間のうちに転職するケースも多く、  

スタッフが不足している。障がい者のヘルパーも不足している。特に夜間のサービスが手薄に  

なっている。 
●介護保険施設の地域的な偏りがみられる。 
・介護施設が新町に偏っている。地域生活を支える小規模多機能施設が少ない。 
●高齢者や障がい者には情報が届きづらい。 
・障がい者は情報にアクセスしにくい。情報を橋渡しする人が必要だが、誰が担うかが課題である。 
・単身者や高齢者などは新聞を取らない人もおり、新聞折り込みで配布されている広報が行き   

渡らないケースがある。 
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【取り組みの基本的方向性】 
 

①介護や福祉を支える人材を確保する                   
 

介護ヘルパーを確保するためには、働きやすい環境づくりが重要である。また、自宅で安心  

して生活をおくるためには、介護保険などの既存の制度だけでは難しいため、介護ボランティア

など地域の力で支えていく仕組みが必要である。 

 

市民の役割 
・介護する側の気持ちを理解して介護を受ける。 
ｱｲﾃﾞｱ：介護を受ける人は、介護する側の気持ちを理解し、こころの繋がりを

大切にしながら介護を受けることも大切。 

行政の役割 

・介護ヘルパー定着の支援を行う。 
ｱｲﾃﾞｱ：ヘルパー賃金の向上、資格取得などの支援を行う。 

・福祉を支える人、意識をつくる。 
ｱｲﾃﾞｱ：学校教育で、福祉の現場にふれたり見たりする機会を増やす。 

市民向けの福祉講座等を実施する。 

地域の役割 

・浦安独自の制度を創設する。 
ｱｲﾃﾞｱ：「ボランティアヘルパー制度」（ヘルパー３級程度の知識や技術を

習得したボランティアが有償（低額）で話し相手などを中心   

としたサービスを提供する制度）を創設する。 
     ボランティア版ハローワークを創設する。 

 

 

②施設における介護を充実させる                 
 

自宅で生活を続けていけない人に対しては、施設で安心して生活できるように施設サービスを

充実させていく。 

 

市民の役割 ・施設サービス整備の必要性を理解する。 

行政の役割 
・施設サービスの整備を推進する。 
ｱｲﾃﾞｱ：地域密着型施設などの整備を推進する。 

比較的地価の高い場所では、市が土地を買って施設整備を誘導する。 

 

 

③相談・情報提供など市民生活のコンサルタント機能を充実させる 
 

情報が届きづらい高齢者や障がい者に対して情報提供を強化していくとともに、総合的に生活

をコンサルティングしていける相談体制を充実していく。 

 

市民の役割 
・高齢者や障がい者など、情報が届きづらい人が身近に居る場合、  

積極的な情報提供に協力する。 

行政の役割 
・情報提供や相談機能を充実させる。 
ｱｲﾃﾞｱ：地域包括支援センターの相談員を充実させる。 

     市民（ボランティア）活動の情報提供を充実させる。 
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８.地域における医療体制づくり 
 
 

【将来あるべき姿】（取り組みの目標） 

万一、病気になった時でも、また、障がいや難病を抱えている

人も、安心して暮らせるよう、在宅医療体制が充実した     

まちづくりを進めます。 

同時に、市民一人ひとりが、医師と上手につきあっていきます。 
 

 

 

【現状と課題】 
 
●大病院に患者が集中している。 
・まち医者に行かず、みんなが順天堂大学病院に行ってしまう。 
・市民病院の利用者は少ないものの、評判が悪いわけではない。市民病院を利用しないのは、市川と

の市境という不便な場所にあるという問題が大きい。 
・大病院は評価基準がはっきりしているが、地域の開業医に関する評価や情報はわかりにくい。 
・看護度の違いもあり、大きな病院が選ばれてしまうこともある。 
●市内のかかりつけ医につながりにくい。 
・都内に通勤している市民は、通院も都内のことが多く、退職後に地域の病院にかかろうとしても、

市内の病院を知らないこともある。 
・大病院等から地域の病院の紹介をしてもらう際、医師の人的つながりで紹介されるので、市外の  

病院を紹介されるケースもある。 
●住み慣れた地域（自宅）で療養ができない。 
・浦安では、在宅医療はあまり進んでいない。 

・24時間態勢で往診や訪問看護が可能な「在宅療養支援診療所」の届け出件数割合が、千葉県は   

少ない。市内には、在宅支援診療所は７か所あるが、稼動しているところは２か所のみである。 

・普段元気な高齢者でも、急病の際に往診してくれる医師が身近にいると、とても安心である。   

しかし、浦安では、往診医や夜間にも対応してくれる訪問看護師が少ない。 

・若い医師は大病院での技術向上に関心が強いため、開業医は敬遠されてしまう。また、開業医の  

高齢化のため、夜間の往診等が困難になっている。 
●病床数が足りているとはいえない。 
・医療圏域内の病床数は、計画上は充足しているが、診療科目によっては、不足している病棟もあり、

市民生活の面では十分とは思えない。市民病院を建て替えにより病床数が減らされてしまうと、  

さらに不安が大きくなる。 
・ベッド数が不足しているのは、入院期間が長いことが要因となっている。 

 
 
【取り組みの基本的方向性】 
 
①身近な地域の医療体制を活用する                    
 

病床とのバランスに配慮しながら、開業医を中心とした地域の医療体制の整備を、小地域で 

推進する。 

市民の役割 
・かかりつけ医を持つことのメリットを理解し、上手につきあう。 
ｱｲﾃﾞｱ：往診や緊急時に迅速に対応してもらえるように、軽い病気や健康

管理など普段からかかりつけ医を決めておく。 
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精密検査等が必要な時に大病院に直接行くよりも、かりつけ医の

紹介があった方が早く検査を受けられることもあるので、   

かかりつけ医を探す際に、例えば大学病院や専門医との繋がり等

から判断する方法もある。 

行政の役割 

・かかりつけ医に関する情報提供を充実させる。 
ｱｲﾃﾞｱ：市民がかかりつけ医を探しやすくするため、医療機関に関する 

情報（単に内科、外科などの診療科目だけでなく、具体的な専門  

分野などの特徴）提供や相談体制を充実させる。 
周辺自治体との連携により、市内では対応できない診療科目や、

市境に近い地域などに対する情報の充実を図る。 
 

 

②在宅医療・ターミナルケアを推進する                  
 

できる限り自宅で老後を過ごし、最後を迎えられるように、在宅医療・ターミナルケアの体制   

づくりを進める。 

 

市民の役割 
・かかりつけ医をもつ。 
ｱｲﾃﾞｱ：風邪や発熱時など、往診に応じてくれるかかりつけ医をもつことの 

大切さを啓発する。 

行政の役割 

・在宅医療体制を支援する。 
ｱｲﾃﾞｱ：医師会と連携を図り、在宅医療を担う医療機関を増やす。 

在宅療養支援診療所等を増やすため、医療機関への財政支援や  

遊休地等の活用により、行政が中心となって地域の在宅医療の充実

を図る。 

他分野から医療や保健に関係する仕事を志す第二新卒や中高年など

が資格を取得しやすいように、情報提供や相談などの支援を行う。 

国の医療制度がネックとなっているので、保険点数や病床数等を 

浦安独自で決められるように、医療特区を検討する。 

オープンシステム（大病院の病床・施設設備等を開業医に開放  

すること）により、地域医療の充実を図る。 

・訪問看護を充実させる。 
ｱｲﾃﾞｱ：「看護師等有資格者の活動の機会づくり ～（仮称）ダイヤ   

モンドデビュー～」･･･在宅医療の充実のためには看護師の確保

が不可欠である。看護師等の資格を有していながら活用して  

いない市民（ダイヤモンド）を発掘し、看護師版人材バンクを  
立ち上げる。なお、人材活用には経営感覚が求められることから、  

経営は民間組織や医療機関で行うことが望ましい。 
・浦安方式の医療と介護の連携体制を構築する。 
ｱｲﾃﾞｱ：尾道方式(主治医機能を軸として、医療と介護などの協働による在宅

ケア)などを参考にして、浦安方式を構築する。 

医師会の 

役割 

・在宅医療体制を強化する。 
ｱｲﾃﾞｱ：在宅療養支援診療所など在宅医療を担う医療機関、夜間にも対応

してくれる往診医を増やし、安心して自宅で療養でき、終末期を

迎えられる医療体制を整えていく。 
ＩＴ技術を活用し、遠隔健診・診療等を在宅受けられる様な環境

を整備する。 

市内の医療機関（病院、診療所、ホームドクター等）が連携して   

電子カルテ等により、情報を共有できる仕組みをつくる。 
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９．地域コミュニケーションづくり 
 
 

【将来あるべき姿】（取り組みの目標） 

地域の交流を活性化し、世代を超えてコミュニケーションが 

とれるような地域をめざしていきます。また、隣近所で互いに  

支えあい、お互いの立場を尊重しながら心を寄せあって暮らせる 

地域をつくっていきます。 
 

【現状と課題】 
 

●地域内に誰が住んでいるかわからない 
・戸建てならば、雨戸や部屋の灯りなどにより、安否を伺うことが出来るが、マンションは顔が   

見えず、孤独死が起きている例もある。  

・個人情報保護法がネックになって、独居老人などの情報が入らず、聞いて回るにも限界があり、  

安否確認に必要な情報（リストアップ、状況把握）が把握できない。 
・顔見知りが多い元町・中町と、マンションが多くてコミュニケーションが取りにくい新町の地域  

特性を踏まえて対策を考えていくことが必要である。 
●“都会の砂漠化”（地域内のコミュニケーションの欠如）が進んでいる。 
・集合住宅地ではコミュニケーションが取りづらい。地域のコミュニケーションをどう取っていくか

重要な問題である。 
・防犯や防災の面で自助努力が必要だが、災害時の高齢者や障がい者の避難などを考える際、地域と

の連携も必要である。 
・一人暮らし高齢者、“呼び寄せ老人”が孤立化している。閉じこもりの高齢者に声をかけても    

出てこない。 
●地域にある施設を利用しきれていない 
・自治会や老人クラブ会館、小学校の教室や、昼間のマンションの集会室などは、季節や時間帯に   

よって空いている。 
・行政は施設ごとに管理する部署が異なり、利用するために各部署に問い合わせしないといけない。 
・最近になって使えることを知った公共施設があった。市民が使うことが出来るにもかかわらず、  

意外に知られていない場所も多い。 
 
 
【取り組みの基本的方向性】 
 

①地域活動・市民活動の活発化、交流の活性化を図る            
 

地域で暮らすために、地域のさまざまな問題を地域で支えあって解決していく必要があり、 

その支えあいの基本である地域活動を活性化させていくための取り組みに力を入れていく。 

 

市民の役割 

・地域活動への参加の歩み出しを促す。 
ｱｲﾃﾞｱ：一人ひとりに声をかけ外に連れ出し、その輪を広げていく。 

自治会・地域の PTA・おやじの会・老人会等々が連携した取り組み

を行う。 

掲示板・回覧板でお知らせし、なおかつ声かけをする。 

・情報を“手渡し”で“声をかけて”伝えるように取り組んでいく。 
ｱｲﾃﾞｱ：町会や自治会、ボランティアで広報を配布する(ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱは、    

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ時間貯金制度（提案「６.②地域で活躍する」参照）を活用)。 
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行政の役割 

・市の施設や地域の施設を有効に活用して地域活動の拠点を確保する。 
ｱｲﾃﾞｱ：地域コミュニティの拠点となりうる学童施設を柔軟に活用していく。 

自治会館や老人クラブ会館など地域の施設の地域外利用を進める  

ため、市は、貸し出しの際のルールや利用料金などのひな形をつくり、

施設の有効利用を促していく。市で一律にルールなどを設定すれば、

地域外利用をしていきやすい。 

市は、地域の施設の地域外利用を進めるために各地域に貸し出しの 

働きかけをしていく。 

・地域活動や市民活動の活発化に向けて環境の充実を図る。 
ｱｲﾃﾞｱ：ＮＰＯ活動を支援する（活動の場、資金など）。 

市民活動センターやボランティアセンターがあまり知られていない

ので、それらの広報活動を強化する。 

インターネット掲示板を立ち上げ、活動を見えやすくする。 

広報うらやすにコーナーをつくり活動の様子などをわかりやすく 

周知する。 

地域の役割 
・地域の施設を有効に活用する。 
ｱｲﾃﾞｱ：自治会館や老人クラブ会館など地域の施設の地域外利用を進め、地域

の施設を有効に使えるようにしていく。 

社会福祉 

協議会の 

役割 

・市民に対してもっと身近な社協にしていく。 
ｱｲﾃﾞｱ：市役所が中心でなく、市民が自分たちで動かす方向へ。 

トップや役員の人選に工夫をする（一般市民の参加）。 

市民から活動企画を募集して取り入れる。 

身近な支部社協の活動の一層の充実を図る（地域差がある）。 

社協事業を民間へ委託する方法も検討する。 

 

 

②高齢者・障がい者を地域で共に暮らし、見守れる体制をつくっていく    
 

一人暮らしの人や寝たきりの人なども地域で共に暮らしていくために、そのような人を支え 

あう取り組みに力を入れていく。 

 

市民の役割 

・日常的な交流を図る。 
ｱｲﾃﾞｱ：隣近所や地域で一人ひとりが独居高齢者などに声をかける。 

回覧版をポスティングではなく手渡しする。 

イベント等、特別な機会だけではなく、町会活動等を通して日常的

な交流の機会をつくる。 

緊急時を考えて、必要な自分の情報は地域の人に伝える。 

行政の役割 
・各地域の高齢者などの情報を把握する。 

ｱｲﾃﾞｱ：災害時に自主防災組織に情報を渡すことがあるなど、必要な場合に

公開する旨を伝えて情報を集める。 

地域の役割 

・高齢者などのサポート体制をつくる。 
ｱｲﾃﾞｱ：自治会やマンションの管理組合などのコミュニティ単位で、市や  

民生委員と連携して高齢者や障がい者のサポート体制を整備し、 

災害時に助けられる体制をつくる。 

高齢者が地域の中でコミュニケーションを取りやすいように間を  

取り持つ人を育成する（浦安版コミュニケーション技術の認定制度

の創設）。 

・地域内の居住者の情報を把握する。 
ｱｲﾃﾞｱ：独居老人など高齢者の状況を地域で把握できるしくみをつくる。 

個人情報に対して理解をしてもらいやすい内容（防災など）から   

アプローチする。 
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１０．こころ・しくみ・まちのバリアフリー 
 
 

【将来あるべき姿】（取り組みの目標） 

高齢者や障がい者が住みやすい街は、誰にとっても住みやすい

街です。高齢者や障がい者を取り巻くさまざまなバリアを解消 

するため、お互いを尊重し、まず他の人との違いを      

「知らない、分からない」ではなく、お互いを「知っている」   

社会をめざします。 
 

【現状と課題】 
 

●障がい者や高齢者、健常者の間にバリア（障がい）がある。 
・高齢者や障がい者が壁を感じることがある。 
・障がい者と健常者の活動に接点が少なく、両者ともバリア(壁)になかなか気づかない。 
●行政や関係団体の分野間で施策や対応についてのバリア（障がい）がある。 
・障がい者･高齢者･健常者といったバリアや福祉施策と子育て･健康づくりといった分野間の   

バリアをとりたい。 
・施設整備や利用などの面で、福祉関係以外の課の理解が不十分で配慮が足りないことがある。 
・高齢者と障がい者が別々に扱われているが、自立や就労など重なる内容は多いので、障がいの種類

や病状等を踏まえながら、合わせてできるサービスは一体で行うことでよい効果が期待できる。

（例：若い障がい者は、65歳を境に障がい者のデイサービスから高齢者のデイサービスに移ること

になり、鬱になる等の環境の変化の問題がある。一つのサービスであればその心配はない。） 

※現在の制度では、介護保険対象者は高齢者デイサービスを利用するが、介護保険の対象に   

ならない若い障がい者は、障がい者デイサービスを利用する制度になっている。 
●まちのなかにバリア（障がい）がある。 
・道路の凹凸や歩道の段差で歩きにくい道がある。点字ブロックのすぐ横を自転車が通過する状況が

あるなど危険な道も多く、安全な歩道の作り方を工夫しなければならない。 
・比較的古い施設のスロープは車椅子１台分の幅しかなく、すれ違いや並んでの通行ができない。 
・障がい児（者）や高齢者のおむつ替え設備のあるトイレ、オストメイト対応のトイレが少ない。 
・庭木やゴミ置き場のはみ出しがあり、障がい者の通行の際、障害となっている。 
・自転車の無灯火運転、違法駐輪・駐車など市民のマナーが乱れている。 
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【取り組みの基本的方向性】 
 

①こころのバリアフリー化を進める                    
 

高齢者や障がい者が壁を感じることのない市民の心をつくっていく。 

 

市民の役割 
・高齢者や障害者の問題を自分の問題としてとらえて、お互いを尊重

して行動していく。 
ｱｲﾃﾞｱ:高齢者や障がい者を見かけたときに一声かける。 

行政の役割 
・小さい時から、高齢者や障がい者と一緒にいる場をつくる。 

ｱｲﾃﾞｱ：高齢者を大切にする教育を行う。 

積極的に市民がボランティアに取り組める体制をつくる。 

 

 

②しくみのバリアフリー化を進める                    
 

行政サービスについて、福祉や子育てなどの施策や、障がい者と健常者などの主体別の施策、

施設部門と福祉部門など、行政内のしくみのバリアフリー化を図る。 

 

市民の役割 
・自治会や市民活動の場に参加しやすいよう工夫する。 

ｱｲﾃﾞｱ：障がい者が行なう地域活動に市民も参加し、また一緒に活動する  

ようPRする。 

行政の役割 

・行政サービスの各現場で常に当事者の視点を持つしくみをつくる。 
ｱｲﾃﾞｱ：各現場で障がい者など当事者を職員として配置する。 

事業遂行にプロジェクト方式を活用する。 

行政の施策づくりの会議等に高齢者や障がい者が当事者として 

参画する 

 

 
③まちのバリアフリー化を進める                     

 

道路や公共施設の作り方の面のバリアフリー化を進めるとともに、違法駐輪・駐車などを  

無くして実際に利用できるようにするための市民マナーの向上を図る取り組みを進める。 

 

市民の役割 
・違法駐輪・駐車の撤廃や、夜間の無灯火走行の禁止といった自転車・

自動車利用の際のマナーを守る。  

行政の役割 

・当事者の声を聞いたバリアフリーを進める 
ｱｲﾃﾞｱ：施設や設備の改善については、当事者の意見を把握する。 

障がい者や高齢者の視点でバリアフリーマップを作成する。 

・自転車利用環境の向上を図る 
ｱｲﾃﾞｱ：歩道が凸凹のため自転車で走りにくい状況を改善する。自転車道を 

整備する。 
放置自転車対策として、大きなフラワーボックスを設置し自転車を 

置けなくする。 

自転車利用のマナー向上のための講習を行い、認定証等の発行に 

より許可制度を作る。 

 
 


